
▲石上新委員長による発声で力強く団結ガンバローする参加者

▲増永副委員長

▲川戸書記長

府
本
部
第
88
回
定
期
大
会

日
時

９
月
３０
日（
土
）１３
時
開
会

場
所

ウ
イ
ン
グ
ス
京
都

�

イ
ベ
ン
ト
ホ
ー
ル

　

冒
頭
、
主
催
者
を
代
表
し

て
川
本
委
員
長
は
「
す
べ
て

の
活
動
の
根
幹
は
組
織
の
強

さ
。
労
働
組
合
を
働
く
も
の

に
と
っ
て
頼
り
が
い
の
あ
る

組
織
に
輝
か
せ
る
た
め
に

は
、
各
単
組
の
活
動
に
か
か

っ
て
い
る
。
ま
た
単
組
が
今

よ
り
一
歩
踏
み
出
す
た
め
に

は
、
県
本
部
、
本
部
の
力
が

重
要
。
今
大
会
の
メ
イ
ン
ス

ロ
ー
ガ
ン
は
『
声
を
力
に
一

歩
前
へ
』
と
し
た
。
組
合
員

一
人
ひ
と
り
の
声
を
集
め
、

組
織
の
力
に
変
え
て
い
く
。

日
常
的
な
組
合
活
動
に
よ
り

職
場
の
課
題
を『
一
歩
前
へ
』

と
進
め
て
い
く
。
地
道
な
活

動
を
一
歩
一
歩
積
み
重
ね
、

運
動
を
進
め
た
い
」
と
話
し

た
。
さ
ら
に
「
誰
も
が
安
心

し
て
働
き
、
生
活
で
き
る
社

会
の
実
現
に
向
け
、
重
要
な

役
割
を
担
う
地
域
公
共
サ
ー

ビ
ス
の
現
場
で
働
く
者
の
労

働
組
合
と
し
て
取
り
組
み
を

強
化
し
よ
う
」
と
訴
え
た
。

　

経
過
報
告
に
続
い
て
、
第

１
号
議
案
「
２
０
２
４
‐
２

５
運
動
方
針
」、
第
２
号
議

案
「
当
面
の
闘
争
方
針
」
な

ど
８
つ
の
議
案
が
提
案
さ
れ

質
疑
応
答
が
行
わ
れ
た
。

　

府
本
部
か
ら
は
経
過
報
告

で
増
永
副
委
員
長
、
議
案
で

川
戸
書
記
長
が
発
言
。
増
永

副
委
員
長
は
、
男
女
平
等
の

推
進
を
中
心
に
①
男
女
が
と

も
に
担
う
委
員
会
の
活
用
と

活
性
化
、
②
府
本
部
・
単
組

の
人
材
育
成
、
③
女
性
や
マ

イ
ノ
リ
テ
ィ
に
対
す
る
取
り

組
み
に
つ
い
て
発
言
。
本
部

伊
藤
書
記
長
か
ら
「
県
本
部

間
の
横
の
つ
な
が
り
や
女
性

役
員
同
士
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

な
ど
参
加
し
や
す
い
取
り
組

み
を
本
部
と
し
て
も
構
築
し

た
い
」
と
答
弁
を
受
け
た
。

　

川
戸
書
記
長
か
ら
は
、
①

地
域
手
当
の
見
直
し
、
②
指

　

府
本
部
は
８
月
２１
日
、
京

都
テ
ル
サ
に
お
い
て
、
第
２

回
男
女
が
と
も
に
担
う
府
本

部
学
習
会
を
開
催
。
１０
単
組

３１
人
が
参
加
し
た
。
冒
頭
、

主
催
者
を
代
表
し
て
岡
本
哲

也
府
本
部
執
行
委
員
長
が
、

「
世
界
の
ジ
ェ
ン
ダ
ー
ギ
ャ

ッ
プ
指
数
で
日
本
は
１
４
６

カ
国
中
１
２
５
位
と
低
い
水

準
で
あ
り
、
あ
ら
ゆ
る
分
野

で
の
女
性
参
画
は
急
務
。
労

働
組
合
と
し
て
も
引
き
続
き

粘
り
強
い
取
り
組
み
が
必
要

だ
」
と
あ
い
さ
つ
。

定
管
理
や
委
託
職
場
な
ど
公

共
民
間
職
場
の
賃
金
改
善
、

③
組
織
強
化
に
関
し
て
Ｊ
ｉ

ｃ
ｈ
ｉ
ｒ
ｏ
Ｋ
ｙ
ｏ
ｔ
ｏ
２

０
２
４
ユ
ニ
オ
ン
カ
レ
ッ
ジ

の
実
施
、
④
人
権
確
立
の
取

り
組
み
、
⑤
参
院
選
闘
争
の

　

任
期
満
了
を
迎
え
た
本
部

役
員
選
挙
が
執
行
さ
れ
た
。

四
役
・
執
行
委
員
は
全
て
定

数
内
の
信
任
投
票
と
な
り
、

全
員
が
信
任
さ
れ
た
。

　

８
年
間
務
め
た
川
本
委
員

長
が
退
任
し
、
新
委
員
長
に

　

今
回
の
学
習
会
は
自
治
労

本
部
の
青
木
真
理
子
副
執
行

委
員
長
を
講
師
に
む
か
え
、

８
月
２８
日
か
ら
開
催
さ
れ
る

第
９７
回
自
治
労
大
会
で
提
案

さ
れ
る
「
自
治
労
ジ
ェ
ン
ダ

ー
平
等
推
進
計
画
～
誰
も
が

集
う
、
持
続
可
能
な
組
織
を

め
ざ
す
～
」
を
テ
ー
マ
に
行

っ
た
。

　

講
師
は
、「
自
治
労
全
体

の
組
合
員
の
う
ち
女
性
は
４６

％
を
占
め
て
い
る
が
、
大
会

や
中
央
委
員
会
へ
の
参
加
や

組
合
役
員
へ
の
女
性
参
画
は

な
か
な
か
進
ん
で
い
な
い
の

が
現
状
だ
。
自
治
労
で
は
２

０
１
７
年
以
降
は
『
女
性
参

推
進
に
つ
い
て
発
言
し
た
。

本
部
伊
藤
書
記
長
か
ら
「
地

域
手
当
に
よ
る
自
治
体
間
格

差
が
人
材
確
保
に
も
影
響
す

る
。
総
務
省
に
は
地
域
の
実

情
に
応
じ
た
制
度
運
用
を
求

め
て
い
く
」
等
の
回
答
が
あ

っ
た
。

　

大
会
は
、
全
て
の
報
告
・

議
案
が
承
認
さ
れ
、
石
上
新

委
員
長
の
力
強
い
団
結
が
ん

ば
ろ
う
で
閉
幕
し
た
。

は
同
じ
く
北
海
道
本
部
出
身

の
石
上
千
博
さ
ん
が
就
任
し

た
。

　

京
都
府
本
部
か
ら
、
増
永

浩
子
副
委
員
長
が
監
査
委
員

に
立
候
補
し
、
圧
倒
的
賛
成

で
選
出
さ
れ
た
。

画
率
３０
％
』
を
目
標
に
取
り

組
ん
で
き
た
。
そ
の
結
果
、

現
在
の
中
央
執
行
委
員
会
で

は
２９
人
中
９
人
が
女
性
で
参

画
率
は
３３
％
と
な
っ
て
い
る

も
の
の
直
近
の
本
部
大
会
に

お
い
て
の
参
画
率
は
２４
・
７

％
で
あ
と
一
歩
の
と
こ
ろ

だ
。
ま
た
自
治
労
ジ
ェ
ン
ダ

ー
平
等
推
進
計
画
で
は
多
様

化
す
る
社
会
へ
の
対
応
と
し

て
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
Ｑ
＋
な
ど
性
的

マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
へ
の
取
り
組

み
も
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
」

と
話
し
、
労
働
組
合
か
ら
の

取
り
組
み
か
ら
も
女
性
参
画

推
進
を
進
め
る
こ
と
が
重
要

だ
と
訴
え
た
。

　

函
館
大
会
の
後

五
稜
郭
や
記
念
館

な
ど
土
方
歳
三
ゆ

か
り
の
地
を
訪
ね

た
。
鬼
の
副
長
と

し
て
隊
士
か
ら
も
恐
れ
ら
れ

た
新
選
組
副
長
・
土
方
歳
三

は
、
厳
格
な
指
導
力
と
軍
事

的
な
能
力
で
新
選
組
を
ま
と

め
、
局
中
法
度
を
制
定
し
て

隊
の
規
律
を
高
め
、
市
中
の

治
安
監
視
と
と
も
に
尊
王
攘

夷
派
な
ど
の
弾
圧
を
行
っ
た

▼
江
戸
幕
府
の
消
滅
と
と
も

に
形
勢
は
悪
化
し
、
鳥
羽
伏

見
の
戦
い
や
会
津
戦
争
な
ど

各
地
で
転
戦
し
た
の
ち
、
明

治
２
年
５
月
、
箱
館
戦
争
に

参
戦
し
て
五
稜
郭
で
戦
い
、

敵
の
銃
弾
に
倒
れ
て
討
死
に

し
た
。
記
念
館
に
は
土
方
が

探
し
求
め
た
古
刀
・
和
泉
守

兼
定
「
之
定
」
や
「
ゲ
ー
ベ

ル
銃
」
な
ど
幕
末
の
資
料
が

数
多
く
展
示
さ
れ
、
幕
末
の

世
界
に
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ
し

た
▼
農
民
出
身
の
土
方
の
信

念
は
「
武
士
よ
り
も
武
士
ら

し
く
生
き
、
新
選
組
を
天
下

一
の
組
織
と
す
る
こ
と
」。

目
標
を
定
め
、
優
先
順
位
を

決
め
、
ル
ー
ル
を
徹
底
し
、

そ
れ
を
維
持
す
る
こ
と
で
リ

ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
と
り
、
常

に
責
任
を
取
る
覚
悟
が
あ
っ

た
と
い
う
▼
函
館
の
地
で
自

治
労
は
「
声
を
力
に
、
一
歩

前
へ
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
２

年
間
の
運
動
方
針
を
確
認
し

た
。
明
確
な
目
標
と
優
先
順

位
を
決
め
活
動
を
。�

（
Ｎ
）

　
自
治
労
は
８
月
２８
日
か
ら
３０
日
の
３
日

間
、
函
館
市
・
函
館
ア
リ
ー
ナ
で
第
９７
回
定

期
大
会
を
開
催
。
全
国
か
ら
代
議
員
と
傍
聴

を
合
わ
せ
て
約
３
４
０
０
人
が
参
加
し
、
京

都
か
ら
は
６
人
の
代
議
員
と
傍
聴
者
３１
人
が

参
加
し
た
。
２
年
間
の
運
動
方
針
な
ど
を
決

定
し
、
役
員
選
挙
で
は
新
し
く
石
上
千
博
委

員
長
（
北
海
道
）
を
選
出
。
府
本
部
か
ら
は

増
永
副
委
員
長
が
監
査
委
員
に
選
出
さ
れ
た
。

定期大会の第5号議案「参議院選挙闘争の
推進」では、2025年7月に実施予定の次
期参議院議員選挙に、現職の組織内議員・
「岸まきこ」さんを擁立することが確認され
た。自治労は約２年後の選挙に向け、圧倒
的勝利をめざして全力で取り組んでいく。

増
永
副
委
員
長
が
監
査
委
員
に
選
出

in函館

自治労
第97回
定期大会

声
を
力
に
、一歩
前
へ

声
を
力
に
、一歩
前
へ

女
性
参
画
の
推
進
を
組
合
か
ら

府
本
部
男
女
が
と
も
に
学
習
会
開
催

次
　
期

参
院
選

岸
ま
き
こ

岸
ま
き
こ
ささんん
の
擁
立
を
決
定

の
擁
立
を
決
定
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パンづくりで交流

自治労京都市職女性部

▲酷暑の中での土砂の撤去作業

▲土砂で埋まった室外機
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スキルアップにチャレンジ！
New

　

府
本
部
女
性
部
は
８
月
７

～
９
日
、
京
都
平
和
フ
ォ
ー

ラ
ム
に
結
集
し
原
水
禁
世
界

大
会
長
崎
大
会
に
参
加
し

た
。

　

７
日
は
開
会
式
が
行
わ
れ

た
が
、
台
風
６
号
接
近
の
た

め
、
原
爆
が
投
下
さ
れ
た
９

日
に
予
定
さ
れ
て
い
た
平
和

行
進
も
閉
会
式
も
取
り
や
め

　

自
治
労
京
都
市
職
女
性

部
は
、
７
月
１４
日
（
金
）

に
ラ
・
キ
ャ
リ
エ
ー
ル
ク

ッ
キ
ン
グ
ス
ク
ー
ル
に
お

い
て
パ
ン
講
習
会
を
開
催

し
ま
し
た
。
開
催
日
は
平

日
の
仕
事
終
わ
り
の
取
組

で
し
た
が
、
２８
名
の
参
加

が
あ
り
ま
し
た
。

　

今
回
の
講
習
は
「
ベ
ー

コ
ン
エ
ピ
」
と
「
ミ
ニ
バ

ケ
ッ
ト
」
の
二
種
類
の
ハ

が
、
そ
の
う
ち
互
い
の
進

捗
状
況
な
ど
に
つ
い
て
声

を
掛
け
合
う
な
ど
少
し
ず

つ
交
流
も
生
ま
れ
ま
し
た
。

　

パ
ン
が
焼
け
る
の
を
待

つ
間
に
、
事
前
に
準
備
さ

れ
た
パ
ン
の
試
食
会
も
行

い
、
自
分
た
ち
の
作
っ
た

パ
ン
の
出
来
栄
え
を
想
像

し
な
が
ら
意
見
交
換
を
し

ま
し
た
。

　

緊
張
し
た
表
情
で
始
ま

っ
た
講
習
会
で
し
た
が
、

焼
き
あ
が
っ
た
自
分
の
パ

ン
を
持
ち
帰
り
用
の
袋
に

入
れ
る
頃
に
は
参
加
者
全

員
が
と
て
も
満
足
し
た
顔

を
し
て
い
ま
し
た
。

ー
ド
系
パ
ン
で
す
。

　

講
師
の
説
明
を
聴
き
、

４
人
一
グ
ル
ー
プ
と
し
て

同
じ
作
業
台
で
パ
ン
作
り

を
し
ま
し
た
。
中
に
は
う

ま
く
生
地
を
ま
と
め
ら
れ

ず
、
講
師
や
ア
シ
ス
タ
ン

ト
の
方
の
サ
ポ
ー
ト
を
受

け
な
が
ら
進
め
る
方
も
い

ま
し
た
。
初
め
て
顔
を
合

わ
す
人
た
ち
同
士
で
黙
々

と
作
業
が
始
ま
り
ま
し
た

る
こ
と
と
な
っ
た
。
代
わ
り

に
９
日
は
そ
れ
ぞ
れ
の
場
所

で
黙
祷
を
捧
げ
て
欲
し
い
と

伝
え
ら
れ
た
。
天
候
の
こ
と

で
仕
方
が
な
い
と
は
い
え
残

念
な
気
持
ち
で
の
ス
タ
ー
ト

と
な
っ
た
。

　

８
日
は
、
分
科
会
や
フ
ィ

ー
ル
ド
ワ
ー
ク
は
予
定
通
り

開
催
さ
れ
、「
佐
世
保
フ
ィ
ル

ド
・
佐
世
保
湾
内
を
ク
ル
ー

ジ
ン
グ
」
に
参
加
し
た
。
佐

世
保
港
・
佐
世
保
湾
が
一
望

で
き
る
弓
張
岳
の
展
望
台
か

ら
、
基
地
監
視
団
体
「
リ
ム

ピ
ー
ス
」編
集
委
員
・
篠
﨑
正

人
氏
の
案
内
で
、
港
に
停
泊

中
の
空
母
等
を
見
学
。
船
舶

の
紹
介
や
湾
内
に
は
４
段
階

の
航
行
制
限
区
域
が
あ
り
、

そ
の
割
合
は
湾
内
の
８
割
を

占
め
る
こ
と
を
聞
い
た
。

　

ま
た
、
移
動
中
の
車
内
で

は
米
軍
佐
世
保
基
地
を
中
心

に
佐
世
保
港
の
現
状
、
他
の

米
軍
基
地
と
の
関
わ
り
、
佐

世
保
で
の
基
地
闘
争
の
歴

史
、
湾
内
ク
ル
ー
ジ
ン
グ
で

は
海
か
ら
見
た
基
地
の
様
子

の
説
明
を
う
け
た
。

　

核
も
戦
争
も
な
い
２１
世
紀

を
め
ざ
す
、
反
戦
平
和
の
取

組
み
の
一
環
と
し
て
学
ぶ
こ

と
が
で
き
た
。

　

連
合
京
都
は
８
月
２５
日
か

ら
２７
日
に
か
け
て
、
台
風
７

号
に
よ
る
豪
雨
災
害
の
影
響

に
よ
り
被
害
の
大
き
か
っ
た

綾
部
市
に
お
い
て
、
復
旧
作

業
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を

行
っ
た
。
連
合
京
都
の
動
員

要
請
を
受
け
、
２５
日
に
は
各

産
別
か
ら
約
３０
人
が
参
加
。

自
治
労
か
ら
は
府
本
部
２

人
、
八
幡
市
職
労
１
人
が
参

加
し
た
。

　

今
回
の
災
害
で
綾
部
市
、

福
知
山
市
、
舞
鶴
市
な
ど
京

都
府
中
北
部
を
中
心
に
甚
大

な
被
害
が
発
生
し
た
。
特
に

綾
部
市
で
は
床
上
浸
水
や
床

下
浸
水
が
府
内
最
多
と
な

り
、
活
動
は
主
に
被
災
家
屋

等
の
清
掃
作
業
を
請
け
負
っ

た
。
は
じ
め
に
綾
部
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
で
被
災
地

の
現
状
、説
明
を
受
け
た
後
、

綾
部
市
志
賀
郷
町
の
被
災
地

に
向
か
っ
た
。
到
着
後
、
想

像
以
上
に
荒
れ
て
い
る
現
状

を
目
の
当
た
り
し
、
現
地
に

住
ま
れ
て
い
る
方
達
の
大
変

さ
や
不
安
さ
を
強
く
実
感
し

た
。

　

作
業
は
二
班
に
分
か
れ
１５

分
交
代
で
行
い
、
ス
コ
ッ
プ

を
使
っ
て
家
屋
に
溜
ま
っ
た

土
砂
や
瓦
礫
な
ど
を
撤
去
し

た
。
猛
暑
の
中
、
熱
中
症
対

策
を
取
り
全
員
で
協
力
し
な

が
ら
些
細
な
事
で
も
声
を
掛

け
合
い
、
一
軒
の
被
災
家
屋

の
清
掃
作
業
を
終
え
た
。

　

作
業
が
終
了
し
て
被
災
住

民
か
ら
感
謝
の
言
葉
を
聞

き
、
活
動
前
に
は
無
か
っ
た

安
心
し
た
表
情
を
見
る
こ
と

が
で
き
た
。
本
格
的
な
台
風

シ
ー
ズ
ン
を
控

え
、
現
在
で
も

被
災
地
の
大
変

さ
や
不
安
さ
は

続
い
て
い
る
。

今
回
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
を
通
じ

て
、
地
域
の
つ

な
が
り
や
「
助

け
合
い
」「
支
え
合
い
」
の

大
切
さ
を
よ
り
実
感
し
た
。

　

個
人
で
は
な
か
な
か
参
加

し
に
く
い
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
だ
が
、
今
後
も
何
か
あ
れ

ば
組
合
を
通
じ
た
社
会
貢
献

活
動
と
し
て
「
助
け
合
い
」

「
支
え
合
い
」
の
場
に
積
極

的
に
携
わ
り
た
い
と
思
う
。

台風シーズン到来。保障の点検を。

核
も
戦
争
も
ない

核
も
戦
争
も
ない
２１２１
世
紀
に
世
紀
に

綾
部
市
で
豪
雨
ボ
ラ
ン
ティ
ア

原水禁・長崎大会に
� 府本部女性部が参加

助
け
合
い
・
支
え
合
い
が
大
切

助
け
合
い
・
支
え
合
い
が
大
切
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